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研究成果の概要： 

本研究では，視覚障害者の空間情報入手ツールとして注目される“触知案内図”について，
触知案内図上で示される項目（現在地・トイレ等）の触知記号について，触知可能な記号サイ
ズを心理物理実験により調べた．その結果，基本幾何学図形の塗り潰し型と輪郭型の触知記号
の識別し易いサイズが明らかになった．これらのデータは，触知案内図の表示法の JIS の改訂
時に有用なデータになるであろう． 
 
 
交付額 1 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 700,000 0 700,000 

2007 年度 600,000 0 600,000 

2008 年度 600,000 180,000 780,000 

年度    

  年度    

総 計 1，900,000 180,000 2,080,000 

 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：人間医工学，リハビリテーション科学・福祉工学 
キーワード：福祉工学，人間工学，触知案内図，触知記号，視覚障害者 
 
１．研究開始当初の背景 

現在，疾病が原因で視覚に障害を受けた視
覚障害者が増加しており，日常生活において
必要な情報が入手困難なために多くの面で
行動に制約をしいられている．特に，移動す
る際に空間情報を入手することが非常に困
難である．そこで，視覚障害者の社会進出や
アクシビリティ向上のための研究や技術開
発が求められ，欠損した視覚機能を触覚や聴
覚で代行する支援技術の開発が現在盛んに
行われている． 

近年，視覚障害者への情報提供のために，
健常者と視覚障害者が同じ印刷物の情報共
有を可能にする無色透明な紫外線硬化樹脂
インクを用いたスクリーン印刷技術が注目

され，この技術を用いると自由にデザインし
た点や線のパターンを盛り上げることによ
って点字（以下ＵＶ点字）や図（以下触知案
内図）の情報が視覚障害者も触知可能となる． 
また，スクリーン印刷法は様々な素材に印刷
できるため，視覚障害者が生活汎用品レベル
で文字・空間情報の入手が可能である．その
為，様々な生活汎用品に併記され急激に普及
し始めている．しかし，急激に普及するあま
り，読み難いＵＶ点字や触知案内図が増加し，
大きな問題となっている．ＵＶ点字について，
このような問題は発生する原因には，印刷業
者がユーザー(視覚障害者)の特性が理解さ
れていないことや読み易さの指針がないこ
とが考えられる．そこで，当方はこれまでＵ
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Ｖ点字の触読性を評価し，読み易い点字の文
字サイズ・印刷素材等を明らかにした．そし
て，それらの成果はＵＶ点字の製作法・品質
に関する標準化（平成 16 年 6 月 JIS 制定）
の際に参考データとなったと考えられる．ま
た，疾病によって失明した中途視覚障害者で
点字習得を希望する点字学習者の為のＵＶ
点字触読支援ツールを開発した．その点字触
読支援ツールは，関係機関から評価を得た． 
一方，触知案内図については，様々なテー

マパーク・公共施設等に視覚障害者の触知案
内図として普及しているが，触知案内図の中
で使用される触知記号（現在地・トイレ・階
段等）が印刷業者や地域によってバラバラで
ヒトの指で触知不可能な小さいサイズの触
知記号も見られ，視覚障害者に利用されない
触知案内図が急増し，大きな問題となった．
そこで，経済産業省は平成 15～17 年度の 3
ヵ年計画で“触知案内図の表示法に関する標
準化検討小委員会”を（財）共用品推進機構
に設置し，視覚障害者にとって分かり易い触
知案内図の普及に向けて利用者調査が行な
われた．一方で，課題としてヒトの指先で識
別しやすい触知記号のサイズが明らかにな
っていないことである． 
 
２．研究の目的 

本研究では，視覚障害者の空間情報入手ツ
ールとして注目される“触知案内図”につい
て，触知案内図上で示される項目（現在地・
トイレ等）の触知記号について，触知可能な
記号サイズを心理物理実験により明らかに
することを研究目的とする． 
 
３．研究の方法 

実際に実用化されている触知記号の中で，
代表的な触知記号である丸（ベタ（●）・中
抜（○））と三角（▲・△）と四角（■・□）
に着目して，様々なサイズの丸・三角・四角
のサンプルを作製し，各記号を識別させる実 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

験を行った．まず，触知記号の識別記号を計
測するシステムは独自に開発した（図 1,2,3）．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

本研究では，触知経験年数によらず触知可
能なサイズを明らかにするために被験者は
初心者（晴眼者）とする．評価指標は，“識
別時間”“正答率”“確信度”を採用し，３つ
の評価指標の総合評価で，ヒトの指先で識別
し易い各記号サイズを明らかにする． 
 
４．研究成果 

本研究では，視覚障害者の空間情報入手ツ
ールとして注目される“触知案内図”につい
て，触知案内図上で示される項目（現在地・
トイレ等）の触知記号について，触知可能な
記号サイズを識別実験により調べた．初年度
（平成 18年度）の研究成果は，スクリーン
印刷方式による触知記号（塗り潰し型の単純
幾何学図形のみ）のサイズと識別容易性の関
係を調べ，識別し易い触知記号のサイズが明
らかになったことである．2年目は初年度の
成果を踏まえ，新たに年齢・触知暦，製法が
触知記号の識別容易性に及ぼす影響を評価
した．具体的には，高齢者・若年者間，触知
暦の長い視覚障害者と触知暦の相対的に短
い若年晴眼者間，エッジが不明瞭なスクリー
ン印刷方式とエッジが明瞭な切削方式間の
触知記号の識別容易性を比較した．その結果，
加齢により触知記号の識別容易性が低下す
ること，触知暦の長い視覚障害者の触知記号
の識別容易性が高いこと，エッジの明瞭性の
違いによって識別容易性が顕著に異なるこ
とが明らかになった．最終年度（平成20年
度）は，2年間（平成18年度・19年度）の
成果を踏まえ，輪郭型の触知記号の識別し易
いサイズを調べた．これらの成果は，平成19
年 3月に制定された触知案内図の表示法の
JIS の改訂の際に，触知記号の識別し易いサ
イズを検討時に有用なデータとなるであろ
う．  
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